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Ⅰ．長崎平和推進協会の発足
　　──　設立とその意義
　被爆地長崎に、今から約30年前の1983年、
官民一体となって平和活動を遂行する任意団
体として長崎平和推進協会（以下平和推進協
会または協会と略記）が誕生した。初代会長
は本島等長崎市長、理事長は秋月辰一郎、事
務局長は松永照正である。設立趣意書によれ
ば、設立の意義は以下とされる。「原子爆弾
の惨禍を身をもって体験した長崎市民は、国
境を越え、人種を越え、考え方の相違を乗り
越えて、全世界に向かって恒久平和の実現を
訴える責務がある。全ての社会秩序の根幹は
平和であり、平和でなければ、文化の向上も、
科学の進歩も、経済の発展も望めない。しか
し、現実の世界情勢は、核兵器の増加拡散が、
また局部的な紛争や東西間の緊張がとどまる
ことなく続いている。長崎市は人類史上最後
の被爆地でなければならない。長崎市民は、
全人類的な視野に立って、核兵器の廃絶と世
界恒久平和の実現に寄与するとともに、人類
の福祉に貢献することが必要である１）」。
　さらに、設立者がどのような意図をもって
はじめに
　2011年３月11日の東日本大震災時の福島の
原発問題以後、「被爆」が歴史の中の長崎・広
島の出来事だけにとどまらず、ようやく日本
人全体の問題として、長崎、広島以外の住民
以外にとっても身近なこととして捉えられる
ようになった感がある。
　被爆地では、これまで実際にどのような平
和教育がなされてきたのだろうか。四半世紀
以上、約30年もの間、長崎の平和活動の中心
となってきた団体がある。長崎平和推進協会
である。先行研究において、本協会を中心に
検討したものは見当たらない。しかし、本協
会は四半世紀以上に渡り、さまざまな活動を
重ね、被爆地において重要な役割を果たして
きたと考えられる。そこで本論稿では、本協
会に注目し、資料等からその実態と長年の取
り組みを詳らかにし、被爆地における平和活
動、なかでも平和教育活動の実際と今後の可
能性について検討したい。
キーワード ： 長崎平和推進協会、被爆地、平和教育
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相互に荒廃化し合うのに必要な核弾頭数
は、数百発であると言われるのに、地球
上の核弾頭数は数万個に及んでいます。
その一発一発が何十万、何百万、何千人
の人間を殺すのでしょうか。
　皆さん、核兵器はもはや人間の使う兵
器ではないと私は思うのです。兵器の概
念は敵を殺すものであって味方を殺すも
のではない。ましてや人類とは無縁の悪
魔の凶器でありましょう。知性を有しな
がらも、敵対するものをたおすことに
よって発展を続けてきた人類とその文明
は、遂に自らに終止符を打つものを手に
しているのです。人類の歴史を終わらせ
るものがあるとすれば、それは核兵器で
あります。私はこのことをぜひ世界中の
人々に知って頂きたいと思うのです。
　政党、派閥、イデオロギー、人種、国
籍、経済的地位等いかかわりなくわかっ
て頂きたいと思うのです。今、人類は滅
亡の淵に立っていることを。そして平和
こそ私どもが子孫に残さねばならない遺
産であることを。
　（中略）もし、核兵器による人類絶滅
を防止することができれば、人類はまだ
青年期との希望を私は持つ、限りなく繁
栄するための一つの大きな試練を通った
のだと。
　核兵器という悪魔の使者を注視するこ
とによって、人類は自らを反省し、再び
殺し合うことの愚かさを悟らねばいけな
いと思います。人間の叡智を人間の栄あ
る存続に向かって使わなければいけない。
　くり返して申しますが、核兵器を廃絶
し、世界平和を実現することが、たとえ
どのように困難であろうとも、それは人
本協会を誕生させたのか。初代会長である本
島等氏と理事長の秋月氏の当初の発言を少々
長くなるが引用し、確認したい。
……真昼というのに太陽の爆発かと思わ
れた大閃光。天地のどよめき。瞬間、叩
きつけられ、引き裂かれ、黒焦げになっ
た人々よ。熱線に焼けた皮膚はたれ下が
り、地を匍って行った人々よ。二日たち、
三日たち、髪は抜け、歯ぐきから血を出
し、次第に衰弱してなくなっていった
人々よ。その数は幾人か。戦争とは、原
爆とはかくも凄惨はものであろうか。
　人間の命とは。人間の尊厳とは。
私ども人類は過去の苦い経験を生かして
進歩して行かねばならないのに、人間は
つらかった過去を何となしに忘れ去るも
のです。そして戦争と戦争の谷間の平和
な時には、二度と戦争はないだろうと信
じこもうとしたり、原爆はもうこの世か
らなくなったかのように行動しています。
　しかし世界の情勢はかつてないほど険
悪なものとなりつつあります。1970年の
核兵器不拡散条約に署名した国は140を
越えたにもかかわらず、実際には核兵器
の軍拡競争が続いています。
　今まで何回もの軍縮交渉が行われてき
ましたが、その交渉の場が核軍拡をあお
る悪魔のふいごとになっているみたいで
す。それは相互不信に基づくものでしょ
うが、交渉の場で優位を保とうと、力を
蓄え、力を誇示してきたからです。軍縮
をするためには先ず軍拡が必要という奇
妙な論理が生まれます。今や陸上、海上、
空中のミサイルは相互に相手国を標的と
して四六時中狙っております。米、ソが
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る。私は被爆体験してからこれまで平和
と名のつく会合や勉強会に出来る限り出
席して多くの人々の考え方を聞いたり、
また、私の意見を述べて来た。
　すべての人々が平和を願望して志向し
ているのに、その方法論は非常な幅があ
る。平和のためにはすべての軍備を撤廃
せねばならぬという人。また国をまもる
ためには軍備は絶対に必要である、核兵
器さえ戦争の抑止として必要であるとい
う人。
　38年前に原爆を体験して、その悲惨さ
を知っている長崎市民、数百年にわたり
アジア人や西欧の人々に接触をしてきた
長崎市民、その市民の納得する平和論議
をもう一度考え直して確立することが今
度の平和推進協会の意味でもある。どう
考え、どう行動するかに際しては、見識
と寛容を持たねばならない。
　私はこの頃、あらためて人間の多様性
ということを考えている。この多様性を
画一的に統一しようとすれば無理がいく。
平和論も画一的なものでなく、いろいろ
とあっていい。
　これまでの平和論と平和運動は同じ考
え方の人々が集まり、同一の行動をする
ことであった。それはそれとして大いに
力を発揮する。しかし人間の多様性はそ
れだけではいかない。目的が同じであれ
ば異なる考え方の人々が集まってもいい
と思う。その差異は時間差であり、歴史
のずれである。先に行く人が後にくる人
を少し待つことによって解決される。そ
ういった平和論の多様から本当の強い平
和が生まれると思う。
　平和推進協会は、すべての長崎市民は
類がやらねばならないことです。
　艱難の時代にも、正気と平静を保持し
て、目的を達成するには、私どもの心の
構図に、過去をおき、更に未来への展望
が画かれていなければならないと思うの
です。私どもが砂漠の上に印した一歩一
歩が、必ず後世の人々へのよき道しるべ
になろうと思います。
　「長崎を最後の被爆地に」と心から願
うものです。
　会員の皆様方をはじめ長崎市民の皆様
のお力ぞえをお願いいたします２）。
以上のように、本島は、核兵器廃絶と、長崎
を最後の被爆地にするべく恒久平和に向けた
活動の取り組みと重要性を訴え、政党、派閥、
イデオロギー、人種、国籍、経済的地位を超
えての理解と協力を呼びかけている。
　次に、初代理事長である秋月辰一郎の思想
もおさえておきたい。協会発足にあたり、ど
のような考えを持って、秋月は協会理事長に
就任したのか。秋月はその思いを次のように
語っている。
　……（中略）平和推進協会のように、
官民一体で種々の立場の人々が平和を考
え、目的とする会が長崎市民にとって当
然必要であるということから出発した。
　平和は人間最大の問題であり、被爆国
の被爆都市である長崎市民は、平和とい
うことに特別の考え方と対応があるのは
当り前である。
　長崎市民の意識調査においても平和都
市を第一の指向にしている。この平和と
いう誰もが目標にしていることが何かと
いうのに、非常に幅があり、多様性があ
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ようやく財団法人化に至った。そのときに国
が提示した条件が、「継続的・恒常的事業をす
る」ということだった。協会での協議の結果、
これは「市民のつどい」と部会活動の組み合
わせという形で結実した４）。
　会員には、正会員、賛助会員、学生会員が
ある。３か月に一度、約3000部の会報を発行
するほか、協会は、さまざまな形で、長崎市
民のみならず、全国、海外に向けても平和意
識の啓発を行い続けてきた。それらを丁寧に
見ていくことにする。
　協会は、部会活動を行っており４つの部会
を有している。１．継承部会、２．写真資料
調査部会、３．国際交流部会、４．音楽部会で
ある。部会の活動の中で、教育に関連してい
るものを主に取り上げていきたい。
１）継承部会による被爆体験講話
　継承部会に所属している被爆者が、長崎を
訪問する修学旅行生や市内の小中学生に、被
爆体験講話を行っている。また、後述するピー
スネットの講話も引き受けている。近年の被
爆体験講話の件数の推移は次表のようになっ
ている。（表１および表２）
　年度別件数の表からわかるように、平均し
て年間講話数が千回を超えており、受講者の
数は、約16-17万人近くに上っている。この
10年間だけでも、約154万人の生徒や教師た
ちが講話を聴いている。
　年度別件数の内訳では、実施件数に対し、
長崎市内の割合は約１割程度とかなり低い。
大半が修学旅行生等県外の生徒たちであると
いうことになる。また、学校だけではなく一
般向けにも開講されている。
　被爆体験講話受講者の感想は、後にみる
ピースネットの感想と共通しているため、こ
平和を望んでいるという信念で異なる考
えの人々をも包んでいくものにしたい。
年をとると闘争する情熱がなくなり、老
獪（？）になるというわけでもない。た
だ、人間はいろいろあるということ。多
層、多元、複眼、マルチ、何かそういう
意味の統一原理がない限り、ただ同じ考
えの集まりだけではないのが人間社会で
あるということが判りかけてきたのであ
る３）。
　秋月は、「平和の考えは幅広く」というタイ
トルで以上のような論稿を掲載している。核
兵器廃絶を全面的に強調する本島と異なり、
秋月は平和についての考え方の多様性を説き、
目的が同じであれば異なる考え方を認める必
要があると主張する。「小異を残して大同に
つく」ということである。秋月は、その差異
は「時間差」であり、「先に行く人が後にくる
人を少し待つことによって解決される」とい
う。差異を認めつつも、最後は「平和論の多
様さから本当の強い平和」に行き着くのであ
り、大同とは、秋月にとって、やはり「核兵
器のない世界の実現」であること、それこそ
が彼の強い願いだったのである。
Ⅱ．長崎平和推進協会の活動と教育
　現在では約1400人程の会員を抱える協会だ
が、発足当時はさまざまな労苦があった。た
とえば、財団法人化の問題がある。財政面の
関係上、財団法人化を急ぐ必要があったが、
初の官民一体となった平和団体であり前例な
き為、結局初代事務局長が総理大臣官房に直
接出向いて交渉し、被爆地長崎の平和と核兵
器廃絶の願いを世界に広めるために、中立の
官民合体の平和推進協会しかないことを訴え、
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やりとりは出来ず、遠隔地にいる子どもたち
は、テレビのニュースで被爆者の講話を一部
見聞きし、あるいは書かれた物を読む程度
だった。それは被爆者側から発信される一方
向的なものであったが、インターネットを使
用することにより、子どもたちから質問も出
来るという双方向性を実現出来たのである。
被爆体験をした人と実際に顔と顔を見ながら
の対話は、本やテレビから得る情報とは違い
現実味があり刺激的である事が言うまでもな
い。平成16年にスタートしたこの試みは、日
本各地に広がりを見せている。開始当初は、
小学校・中学校を中心としていたが、その後、
高校にも広がり、最近では、少しずつ大学で
も実施されるようになってきた。
　次表は、ピースネットが開始されてから今
日までの実施数の推移である。（表３）
　（＋）は、三者をつないで行った場合の学
校数。
　「その他」は、県の教職員セミナー、国際
会議等。
　国外では、平成16年度は１件、17年度３件、
18年度１件、19年度１件、20年度１件、21年
度２件、22年度２件となっている。国外の対
象は大学生が殆どである。
　次に受講者数であるが、平成21年度以降の
統計は以下の通りである。（表４）
こでは割愛するが、このような被爆体験講話
を通して、協会は、小、中、高校生だけでは
なく大人に向けても平和教育を行ってきたの
である。
２）ピースネットによる平和教育活動
　前述の継承部会が協力して行っている平和
活動に、ピースネットがあげられる。ピース
ネットとは、インターネットを使って被爆体
験講話を聴く平和学習であり、具体的には、
長崎まで来ることが出来ない遠隔地の子ども
たちに、TV会議で被爆者の講話を聴かせ、
質疑応答を可能にしたシステムである５）。現
在は、協会がその管理運営を受諾している国
立長崎原爆死没者追悼平和祈念館（以下追悼
平和祈念館と略記）と共同で実施している。
　ピースネットの特徴は、被爆地から遠い地
域に住む生徒・児童が、リアルタイムで被爆
者とやり取りができる点にある。これまでは、
実際に現地に行かないと被爆者とそのような
年　　　　度 講話件数 受講者数
平成14年度 1,016 147,671
平成15年度 1,077 164,264
平成16年度 1,047 146,225
平成17年度 1,100 148,742
平成18年度 986 133,761
平成19年度 1,060 140,814
平成20年度 1,192 159,880
平成21年度 1,282 166,312
平成22年度 1,333 165,859
平成23年度 1,352 172,820
表１　被爆体験講話の年度別件数と受講者数
年　度 件　数 小学校 中学校 高校・大学 その他
16年度 17 12 4 0 1
17年度 9 2 3 0 4
18年度 13 7 ６（＋２） 0 0
19年度 4 3 1 0 0
20年度 18 15 1 0 2
21年度 23 17 2 0 4
22年度 10 10 0 0 0
23年度 20 15（＋１） 1 ４（＋１） 0
表３　ピースネット実施件数
区　分
平成22年度 平成23年度
件数 うち市内 件数 うち市内
小学校 552 71 537 70
中学校 429 36 502 36
高等学校 240 9 239 6
一　般 112 26 74 14
計 1,333 142 1,352 126
表２　年度別件数の内訳
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した。せんそうは「いけない」と心の
中でいいました。
［小学校高学年］
・今回のピースネットでは、授業では
習っていないところを教えて下さり、
授業での内容を詳しく教えてくれたの
で、原爆や戦争を体験してない私でも、
とても分かりやすかったです。
・実際に、原爆を体験した人から話を聞
けて、戦争の本に書いていないことが
聞けて勉強になった。……昔、日本で
あったことを次の世代に伝えることは
平和につながると思った。
・……原爆のことがわかったので家族に
も話をしてあげたいし、今日で戦争に
対する気持ちが変わりました。
・一生に一度あるかないかの貴重な話を
聞く機会を頂き、嬉しく思います。こ
ういう話は、本や文で知るよりも当事
者に聞くことが一番だと思いました。
Ｙさんの話は、実際に原爆を目の当た
りにした人にしかわからない生々しい
現実の話でした。
・原爆について、よくわかって、とても
恐ろしくて大変なものだなと思いまし
た。私の思っていた原爆より、もっと
もっと残酷なもので、「こんなことは二
度と起こってほしくないな」と改めて
思いました。
・遠くにいる、原爆を目で見た方に貴重
なお話が聞けるなんて思っていなかっ
たので、すごいと思いました。
・……ネットで人と話すのは初めてで、
最初はカメラにひかれていたけれど、
話に興味が持てました。……他の人の
　表３および表４からわかるように、協会は
毎年、小学校、中学校を中心にインターネッ
トを使った平和教育を実施しており、受講者
数は、毎年、大幅に増加しており、23年度に
は2631人、24年度には約3500人もの児童・生
徒たちが被爆体験を聴き学習している。
　では、以下にピースネットを行った学校の
児童・生徒たちの感想を抜粋する６）。
［小学生低学年］
・みんなちが出てるしひふもたれてかわ
いそうと思いました。「水をくれ、水
をくれ」と言いながら死ぬのでかわい
そうです。ガラスがささっているとき
の気もちはいたいだろうと思いました。
・Ｈさん７）は、14才の時になぜせんそう
があったのか分かりますか。家にか
えったときは、おかあさんが家にいま
したか。Ｈさんは、この話は、ほんと
うはかなしいのに話してくれてありが
とうございました。
・せんそうはこんなにこわいものだと分
かりました。だから、ケンカはせずと
もだちとなかよくしたいです。
・Ｈさんは、「外国人ともあく手をしま
しょう。」 と 言った と き、 わ た し は、
Ｈさんはやさしいなと思いました。だ
から、わたしは外国人ともなかよくし
たいです。
・せんそうをはじめたのは本当は、日本
がさきにこうげきをして、でも日本は
わるくないかわるいかわかりませんで
21年度 22年度 23年度 24年度（予定）
685 1205 2631 3499
表４　ピースネット受講者数
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落ちた後も大きな被害があることを知
りました。
・ネットで長崎と生でつながったことに
驚いた。被害者の話が聞けてよかった。
・今の自分たちにとって過去のことでは
あるけれど、過去のこととは思わず、
これからも考えて、学んで行かないと
いけないと思った。
・実際に原爆の被害に遭った人の話は、
めったに聞くことができない貴重な話
だったから聞けてよかったし、心に残
りました。
・私が大人になった時、自分の子どもた
ちに戦争の恐ろしさや、怖さを伝えて
いき、戦争がいかに恐ろしいかをみん
なに分かってもらって、もう戦争が起
こらないようにしていきたい。
［大学生］
・（話を聞いて）思い起こされること。
朝の情報番組のコーナーで「８月６日
は何の日か？」という問いかけに対し
て若者は誰一人何の日か知らなかった
…一番怖いのは、戦争が日本であった
ということと、原爆が広島長崎に投下
されたということが歴史の中で消え、
風化してしまうこと。
・Ｈさんが私たちに伝えてくれたお話は
確かに受け取ったので、次は私たちが
ありのままの事実を語り継いでいかね
ばなりません。家族を持つ時が来るか
もしれませんが、その時戦争のことを
何も知らず、子どもや子孫に伝えるこ
とができないなんてそんなことにはし
たくない。
・平成生まれであり、戦争のない平和な
原爆について思っていることを聞いて
みたくなりました。
・教科書で読むより、実際にＨさんから
聞いた方がずっと現実味がありました。
・教科書で習ったことや、ビデオを見て
習い、詳しく調べたつもりでしたが、
実際に体験した人の話を聞くと、とて
も具体的でした。
・私ははじめ、平和について深く考えた
ことはありませんでした。ですが、今
回Ｔさんのお話を聞いて、すごく心に
ひびきました。私は戦争を経験したこ
とがないので、どんなにひどいものな
のかは分かりませんでした。なので、
もしＴさんの立場が、私だったら、で
考えました。どんどん話を聞いていく
うちに、たくさんの人の命をうばい、
環境を破かりするのですから、原爆を
経験した方々にとっては、とてもつら
かったと思います。そして、苦しかっ
たと思います。なので、今度は私たち
が、みなさんに伝え、原爆のおそろし
さを知ってもらい、平和になれるよう
な運動をしていきたいと思います。
・「ヒロシマの有る国」で２番の歌詞が
残こくすぎてウソかと思っていたけれ
ど、今回の話を聞いて本当の気がして
少しショックでした。原子爆弾作った
人がどう思ったか勉強したい。
［中学生］
・戦争のことや平和のことについてよく
分かりました。今、自分たちが平和に
暮らせていることを改めて実感するこ
とができました。
・原爆は、落ちた時の被害だけでなく、
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い私たちに口頭で、実際の声として伝
えてくださることに、感謝しなければ
ならないと今日改めて思った。…今日
の私の生活がどれだけ恵まれているの
かを、再確認できた。
・何よりも私の胸に響いたのは、Hさん
のような体験者の重みのある言葉。つ
らい体験を、胸を痛めながらも私たち
若者のために語ってくださったその行
為。その言葉や行為が私にとっての何
よりの教育。
・私たちの世代は、戦争の恐怖や、平和
でない世の中を知りません。だから私
たちは本当の平和というのがわからな
いし、教えることはできないと思って
いました。しかし、Ｈさんのお話を聞
き、本当の幸せ、平和というのは、今、
私たちが何気なく過ごしているこの日
常のことを言うのだと改めて知ること
ができた。気付くことができた。
・Ｈさんのお話を聞いて、戦争でのみ見
える痛みは薄れるけれど、心の痛みは
薄れないのだと強く思い知らされた。
時がたつにつれて薄れていく戦争の恐
ろしさを一瞬たりとも忘れることがな
いように、私は教師になって少しでも
多くの子どもたちに日常の出来事を通
して伝えていきたいと思いました。
以上が、ピースネットを使った平和学習を受
けた児童生徒、学生たちの感想である。やは
り、授業等で教科書である程度の知識は得て
いたが、被爆体験者の生の声を聴くことが出
来る、リアルタイムでやり取りが出来ること
の効果は大きいようである。学生の感想の中
にもあったように、今までは、被爆を、漠然
時代に生まれた私は、戦争の本当の恐
ろしさを知りません。原爆の恐ろしさ
を知りません。しかし、小さい頃から
戦争の無意味さ、残酷さというものを
知り、声を大にして「戦争反対」と叫
ぶことができていた。それは受けてき
た教育がまぎれもなく戦争のない平和
を強く願う「世界一の教育」であると
いう証明になる。
・私は東北出身なので、今まで広島や長
崎に原子爆弾が投下されたことについ
ては身近な話ではなく歴史上の出来事
という認識でしかありませんでした…
東日本大震災の福島の原発事故で原子
力、放射能の恐ろしさを強く感じるよ
うになりました。人の命を奪う原子爆
弾も、人の生活を豊かにするための原
子力発電も、今となっては同じ存在に
なってしまった…私の中で長崎と広島、
そして福島が繋がりました。本当の平
和とは一体何なのかということを考え
続け、それを次の若い世代へと伝えて
いきたいと思いました。戦争を知らな
い私が、その恐ろしさや愚かさを理解
し、伝えていくことが難しいことかも
しれませんが、私自身が感じる平和を
大切にしていきたい。
・長崎の原爆（被爆）体験は初めてであ
り、まだまだ知らない部分が多いこと
を知りました。…「核」「戦争」「兵器」
そして、これらがもたらす害を一人一
人が知り、考え、行動する。それしか
ない。全世界で唯一、それを教育し、
伝えていけるのが日本…その責任を果
たすのが我々。
・辛い思いをしながらも、戦争を知らな
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やはり体験されている方の言葉は重く
心に響きました。
・戦争という過去の事実に対して目を背
けず、正しく向き合い、どの方向を向
いて行動すればいいのかという道しる
べを示すのが、我々教員の仕事。
・体験した方の話だったし、また、顔を
見てLIVEで聞けたのでよく聞いてい
た。
・体験を伺うことができ、さらに平和に
ついて考えることが出来ました。事後
指導をしっかりとして、思いを行動に
移せるようにしたいと思います。
・山形の地にいながら長崎の方と実際に
お話しできるのは、インターネットな
らではの学習だと思いました。
・インターネットやマイクを通じて、Ｙ
さんの生々しい記憶、特に車掌時代の
ことと級友田中君の「僕はなんもしと
らん」については、息をのみながら聞
いていた。次の世代に引き継ぐ責任が
あることを改めて感じた。
教員の感想をいくつか抜粋したが、インター
ネットでの学習ということで、子どもたち
がよく聞いていた、子どもたちが、日々に感
謝する気持ちを強く持った等の感想が多かっ
た。また、今後、戦争や平和について伝えて
いかなければならないという教員としての責
務を感じたり、若い教員にとって良い学習に
なったのではないかというように、教師たち
にとっても、被爆の実態や平和について学ぶ
機会の提供の場となっている。
３）平和案内人の育成
　平和推進協会では、「平和案内人」の育成も
と歴史上の出来事のように捉えていたが、
2011年の東日本大震災の福島の原発問題から、
被爆を身近でリアルな事として考えるように
なった人たちも多い。「被爆」という現象が、
もう他人事ではなく自らのこととして、不幸
な共通項になってしまったのだ。そのような
関係性の中での長崎の被爆者講話は、今まで
になく強烈で親近的なインパクトを与えるこ
とは間違いない。
　また、小学生などの子どもたちからは、講
話を聴き、「周りの友達と仲良くしたい」、「外
国人と仲良くしたい」という、まず自分で出
来ることから取り組みを始めたいという意志
が見られている。これは子どもたちが、被爆
者の話を聴き、詳しい知識はないが、平和の
為に何かを始めたいという心の動きをあらわ
しているといえるだろう。
　次に、ピースネットを実施した学校の教員
の意見は以下のようなものであった。
・体験した原爆の事実を実際に聞くこと
は、子どもたちにとっては、大変イン
パクトのあることでした。もし聞かな
かったら、半数以上の子どもは教科書
で学ぶ程度の歴史認識しか生まれな
かったでしょう。…実際に体験した人
から話を聞くことで、戦争の悲惨さと
やってはいけないこと、平和の大切さ、
日々の平和への感謝等を強く持ったこ
とが伺えました。
・若い先生が増えているので、今回のお
話は先生にとっても素晴らしい企画。
被爆や戦争のことを詳しく知らないま
ま授業を行っていました。今回のお話
を聞いて、政府や科学者、軍部のこと
ではなく、一人の生活、人生が壊れて
しまうということを一番に伝えたい。
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す。「今まで協会では、あまり「教育」とい
うことは強く意識せずに活動していた。しか
し、ピースネットはもちろんのこと、この平
和案内人の育成などは特に、市民に対する教
育だといえるだろう。特に近年言われている
「提案型教育」という意味においては、「市民の
つどい」や講演会等もそれにあたるだろう。８）」
「市民のつどい」や講演会については次節で
見ていきたい。
４）「市民のつどい」「講演会」「コンサート」
などの開催
　協会は、これまで、広く市民に世界恒久平
和への諸問題についての認識を深くしてもら
おうと、「市民のつどい」や講演会、コンサー
ト等を開催してきた。「市民のつどい」は、
国連軍縮週間９）に行われる。協会では、市民
の平和意識の高揚と平和問題への認識を深め
ることを目的に、発足当時の昭和58年から、
各種の催しを実施してきた。既述したように、
この「市民のつどい」や講演会等、啓蒙活動
を定期的・継続的に行うことが、協会の財団
法人化に伴い国が提示した条件でもあった。
ここでは、戦時食、折り鶴コーナー、環境問
題を考慮した玩具、菓子などを扱うチャリ
ティコーナー、協会グッズ販売、合唱と演奏
のコーナーなどが設けられる。各コーナーに
は、協会の会員がボランティアで協力してい
る。子どもたちは、ここで戦時食を食べ、戦
時の疑似体験をすることが出来る。また、講
演会等も開催される。この市民のつどいを含
め、イベントでの講演会では、各界で活躍し
ている著名人、有名文化人が平和への思いを、
それぞれの立場から語る。また、協会の音楽
部会が中心となって開催するコンサートでは、
音楽家らが平和への思いを音楽で表現する。
行っている。平和案内人とは、国賓や一般の
訪問者、修学旅行生等に対して、長崎原爆資
料館や国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館、
被爆建造物等の案内を行う人であり、長崎市
民を中心に公募を行っている。これは、戦争
経験者が高齢化し、自ら案内して回ることに
は限界が生じてきていることの対策として設
置された事業である。平和案内人になる為に
は、協会が規定した育成講座を受講しなけれ
ばならない。約３ヶ月間、全15回、計40時間
以上の講習を受けて平和案内人の資格を得る
ことが出来る。講習内容は以下の通りとなっ
ている。講師は、協会会員である被爆者や原
爆病院長、市の平和推進課職員、既に平和案
内人の資格取得者らが担当する。座学に加え、
４回程度の実習と試験があり、現在まで、約
140人の修了生を出している。（表５）
　この他、被爆体験の朗読を担当する被爆体
験朗読ボランティアの育成も行っている。協
会の事務局長の多以良光善氏は次のように話
実施回 研修内容 実施回 研修内容
第１回 被爆体験講話 第９回 追悼平和祈念館
の概要、見学
第２回 原爆被害と原爆
資料館の概要
第10回 碑めぐりガイド
実習（Ａコース）
第３回 原爆資料館見学 第11回 碑めぐり見学
（Ｂコース）
第４回 写真でみる原爆
投下時の長崎　
原爆と報道
第12回 長崎市の平和行
政について
第５回 原爆直後の救護
活動と調査
第13回 碑めぐりガイド
実習（Ｂコース）
第６回 原爆資料館ガイ
ド実習
ポイント強化解
説
第14回 原爆資料館・祈
念館ガイド実習
第７回 碑めぐり見学
（Ａコース）
第15回 被爆体験講話
第８回 現代の核問題と
平和
ガイドの心得
表５　講座内容の例
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者追悼平和祈念館では、平和推進協会と共同
で、被爆体験朗読ボランティアの育成と派遣
や、ピースネットの拡大に力を入れている。
最近では、ここで追悼集会を行う小学校も増
えてきた。追悼平和祈念館長である智多正信
氏は、「原爆資料館で被爆の実態を知り、この
祈念館に来て、平和を祈ってほしい。」と言う。
智多氏によれば、原爆資料館を訪れた大半の
人が、想像以上の悲惨な被爆の実態を知り、
資料館を出る時には、深い怒りや悲しみの表
情を浮かべている。しかし、その後、この祈
念館に来て静かに祈ることで、心が静まり、
表情も穏やかになるという。それは、来館者
が、少しでも自分に出来ることがある─祈る
ということ─とわかり、気持ちが落ち着く事
と、祈念館が、そのような自分と静かに向き
合う時間、場所となり得るからではないか、
と智多氏は分析する10）。現在はしかし、知名
度の低さから、原爆資料館入館者の約１割程
度しか来館しないため、来館者を増やすこと
が今後の課題とされている。
おわりに
　以上、被爆地長崎の平和教育、平和活動を
主に（公財）長崎平和推進協会の取り組みを
中心に見てきた。協会は、約30年近くの間、
被爆地としてさまざまな平和教育活動を行っ
ていた。生徒児童を中心に戦争の悲惨さを伝
える被爆体験講話は、これまで１万１千回を
超え、生徒・児童たちを中心に聴講者は150
万人に上っている。また、インターネットを
使いリアルタイムで子どもたちと被爆者がや
り取りも出来る「ピースネット」による平和
学習は、平成21年から平成24年までの４年間
だけでも約８千人の子どもたちが受けている。
多くの子どもたちの感想から、本活動は、平
これまでは、作家の遠藤周作氏、俳優の吉永
小百合氏、美輪明宏氏、音楽家の南こうせつ
氏ら総勢約60名以上が平和への思いを発信し
てきた。協会の設立以来、多くの市民たちが
話に音楽に聴き入り、平和への思いを新たに
してきたのである。
　その他、協会では、設立15周年を期に「ナ
ガサキ平和創設グラント」として、平和意識
高揚のための活動を行うための助成金制度を
設立した。その後、初代理事長名をとって「秋
月グラント」と名称変更し、教育や調査研究
も含めた活動をする団体に対する助成も行っ
ている。協会が参加している「長崎平和大集
会」から誕生した「高校生平和大使」、また、
さまざまな平和音楽祭の中で、28年という長
崎で最も長い歴史を持つ「長崎平和音楽祭」
も共催事業として継続しているが、これも実
際には協会の音楽部会が中心となっている。
このようにさまざまに、長崎市民や若い世代
に向けて、平和意識を高揚するための啓蒙活
動を行ってきており、協会は、2011年、公益
財団として認められた。
Ⅲ．長崎原爆資料館・国立長崎原爆死没
者追悼平和祈念館
　長崎原爆資料館では、被爆展示の他、平和
学習教材の貸し出しを行っている。これに加
え、被災資料等も貸し出し、原爆展の開催を
提案するなど、先の事務局長の話の中にあっ
た提案型教育を行っている。また、平和推進
協会の写真資料調査部会が、被災写真の調査・
整理・収集と原爆写真展、平和関連資料の収
集と調査で協力し、国際交流部会が、異文化
交流や外国語ボランティア通訳として協力し
て活動している。
　又、2003年に設立された国立長崎原爆死没
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（公財）長崎平和推進協会元職員　松尾蘭子氏
（公財）長崎平和推進協会元職員　奥村英二氏
（公財）長崎平和推進協会音楽部会長　小笠原一弘氏
（公財）長崎平和推進協会会員　津田桂子氏
（公財）長崎平和推進協会職員　田川香枝氏
和教育の材料として大変有意義であったこと
が確認された。また、子どもたちだけではな
く、教職員向けのセミナーとしても利用され
ていた。一方、市民に向けた行事や、平和案
内人・朗読ボランティアの育成などを通じ、
子どもたちだけではなく、一般市民に向けた
提案型教育や平和意識の啓発活動も行われて
きていた。長崎平和推進協会は、被爆地長崎
での平和教育に重要な役割を果たし続けてき
たことが明らかになった。その活動は、国内
だけにとどまらず、国外にも少しずつ拡大さ
れてきている。今後は、広島県、福島県との
協力のもと、子どもと大人に対する協会の平
和教育活動の更なる普及と充実の可能性が確
信されるのである。
注
１）長崎平和推進協会『長崎平和推進協会設立25周
年記念誌』2010年、１頁。
２）『長崎平和推進協会会報』第１号、1983年、2-3
頁。
３）同上、３頁。
４）松永照正『ナガサキよ世界へ─元原爆資料館長
の回想』自費出版、1989年、177-182頁。
５）現在では、協会は国から管理・運営を受諾して
いる国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館の事業と
して扱われている。
６）国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館所蔵「ピー
スネットアンケート資料」より抜粋。
７）講話者を指す。以下のイニシャルも同様。
８）2012年８月22日平和推進協会取材時の談話より。
９）1978年５月23日、第１回国連軍縮特別総会にお
いて、国連の日である10月24日から１週間を、軍
縮のための世論を高める「国連軍縮週間」と定め
た。
10）2012年８月22日追悼平和祈念館取材時の智多氏
の談話より。
